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第
　30　
回

四
条
烏
丸
西
北
の
界
隈

■

新
町
通
を
歩
く

今
回
は
、
前
回
回
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク
の
ち
ょ
う
ど
南
側
で
す
。
こ
の
ブ
ロ
ッ

ク
か
ら
も
、
祇
園
祭
の
と
き
に
は
、
多
く
の
山
鉾
が
参
加
し
ま
す
。
新
町
通

と
六
角
通
の
辻
か
ら
、
新
町
通
を
南
下
す
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

■

北
観
音
山

六
角
通
に
面
す
る
西
洞
院
か
ら
新
町
ま
で
の
一
角
は
、
京
都
逓
信
病
院
が

占
め
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
は
逓
信
省
の
職
域
病
院
。
日
本
郵
政
公
社
を
へ

て
、
現
在
は
日
本
郵
政
株
式
会
社
の
企
業
立
病
院
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
町
通
に
面
し
た
と
こ
ろ
に
通
用
門
が
あ
り
、
そ
の
北
隣
の
建
物
の
前

に
、
三
井
両
替
店
旧
址
の
碑
が
あ
り
ま
す
。
駒
札
に
は
、
越
後
屋
（
の
ち

の
三
越
）
を
創
始
し
た
三
井
高
利
の
事
跡
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ

は
、
長
く
三
井
家
の
邸
宅
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
京
都
逓
信
病
院
の
建
築

敷
地
と
し
て
昭
和
三
十
一
年
に
売
却
さ
れ
ま
し
た
。
同
家
に
あ
っ
た
常
盤
殿

は
、
京
都
逓
信
病
院
が
建
築
さ
れ
る
際
に
、
祇
園
の
八
坂
神
社
境
内
に
移
築

さ
れ
て
い
ま
す
。

京
都
逓
信
病
院
の
通
用
門
の
真
向
か
い
に
、
　え

え
上
上　
も
ん
屋
と
い
う
呉
服
屋

が
店
を
構
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
北
観
音
山
会
所
を
借
り
て
営
業
し
て

い
ま
す
。
祇
園
祭
の
折
に
は
、
　え

え
上
上　
も
ん
屋
の
建
物
の
二
階
が
北
観
音
山
の

烏
丸
通

六角通

蛸薬師通

錦小路通

西
洞
院
通

新
町
通

南
蛮
寺
跡
碑

蛸
藥
師
通
新
町
東
入

蛸
藥
師
通
新
町
東
入

姥
柳
町

姥
柳
町

室
町
通

木
下
順
庵

邸
址
碑

京
都
芸
術

セ
ン
タ
ー

四
条
京
町
家

菊水鉾保存会

浄
妙
山

山
伏
山

北
観
音
山

鯉
山 橋

弁
慶
山

京
都
逓
信
病
院

南
観
音
山 占

出
山

孟
宗
山

霰
天
神
山

放
下
鉾 菊

水
鉾

函
谷
鉾

小結棚町会所

武
野
紹
鴎

邸
址
碑

錦
小
路
通
新
町
東
入

錦
小
路
通
新
町
東
入

天
神
山
町

天
神
山
町

室
町
通
蛸
藥
師
下
ル

室
町
通
蛸
藥
師
下
ル

山
伏
山
町

山
伏
山
町

北
観
音
山
会
所

三井両替店旧跡碑

新
町
通
六
角
下
ル

新
町
通
六
角
下
ル

六
角
町

六
角
町

端蓮寺
京都学園大学
町家キャンパス

南
観
音
山
会
所

( 放下鉾）
⑤

新
町
通
四
条
上
ル

新
町
通
四
条
上
ル

小
結
棚
町

小
結
棚
町

占
出
山
会
所

孟宗山会所

霰
天
神
山
会
所

山伏山会所

橋
弁
慶
山
会
所

鯉
山
会
所

旧
北
國
銀
行

町
名
看
板
の
所
在
（
四
条
烏
丸
西
北
の
界
隈
）

会
所
と
な
り
ま
す
。

こ
の
会
所
の
建
物
の
二
階
部
分
に
新
町
通
六
角
下
る
六
角
町
4©
の
町
名

看
板
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、「
中
京
区
」
の
表
示
が
左
横
書
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
最
近
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

「
北
観
音
山
」
は
、
　よ
う
り
ゅ
う
か
ん
の
ん
ぞ
う

楊
柳
観
音
像　
と
　い
だ
て
ん
り
つ
ぞ
う

韋
駄
天
立
像　
を
安
置
し
て
い
ま
す
。

楊
柳
観
音
は
、
病
苦
か
ら
の
救
済
を
使
命
と
す
る
観
音
菩
薩
で
す
。
韋
駄

天
は
、
イ
ン
ド
で
は
子
供
の
病
気
を
癒
す
医
神
の
側
面
を
も
っ
て
い
ま
す
の

で
、
両
者
を
組
み
あ
わ
せ
て
、
病
気
か
ら
の
平
癒
を
ね
が
っ
た
も
の
で
し
ょ

う
。
四
周
の
設
え
は
、
豪
華
な
も
の
で
、
こ
の
町
内
が
両
替
商
な
ど
の
豪
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三
井
両
替
店
旧
址

（
駒
札
）

　し
ん
ま
ち
ど
お
り

新
町
通　

　ろ
っ
か
く

六
角　

　さ
が
る

下
る　

　ろ
っ
か
く
ち
ょ
う

六
角
町　
4©

商
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
ま
す
。
も
と
　か
き
や
ま

舁
山　
で
あ
っ
た
も
の

を
、
後
に
　ひ
き
や
ま

曳
山　
に
あ
ら
た
め
た
の
で
、
そ
の
名
残
り
と
し
て
真
木
に
は
松
の

木
が
立
て
ら
れ
ま
す
。「
北
観
音
山
」
は
「
上
り
観
音
山
」
と
も
い
わ
れ
、
復

活
後
の
後
祭
の
山
鉾
巡
行
の
先
頭
に
た
ち
ま
す
。

　え

え
上
上　
も
ん
屋
の
南
隣
の
蔵
を
隔
て
た
隣
に
、
三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
京
都

新
町
別
邸
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
旧
松
坂
屋
京
都
仕
入
れ
店
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
た
も
の
。
松
坂
屋
と
い
え
ば
、
江
戸
時
代
は
、
三
井
と
な
ら
ぶ
豪

商
。
新
町
通
に
面
し
た
外
観
は
　お
お
だ
な

大
店　
の
構
え
を
再
現
し
た
町
屋
造
。
奥
に
現

代
風
の
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
。

■

南
観
音
山

蛸
薬
師
通
と
の
辻
を
さ
ら
に
南
へ
。
す
ぐ
に
、
瑞
蓮
寺
（
浄
土
真
宗
大
谷

派
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
寺
の
前
に
茶
屋
四
郎
次
郎
の
屋
敷
跡
と
し
て
駒
札

が
た
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
駒
札
は
、
百
足
屋
町
町
内
会
と
南
観
音
山
保
存
会

に
よ
る
も
の
で
、
十
六
世
紀
末
よ
り
、
朱
印
船
貿
易
商
と
し
て
活
躍
し
た
茶

屋
家
の
事
跡
が
細
か
く
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
隣
の
家
に
は
、「
新
町
通

蛸
薬
師
下
る
百
足
屋
町
」
の
町
名
看
板
が
見
え
ま
す
。
ま
た
、
足
元
に
あ
る

消
火
栓
の
容
器
に
は
、「
百
足
屋
町
」
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
町
名
は
、
十

六
世
紀
室
町
時
代
に
　む
か
で
や

百
足
屋　
と
い
う
豪
商
が
こ
の
あ
た
り
に
あ
っ
た
こ
と
に

由
来
。

新
町
通
を
い
ま
少
し
南
下
し
た
と
こ
ろ
東
側
に
、
京
都
学
園
大
学
京
町
家

キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
り
ま
す
。
京
町
家
の
小
島
邸
の
表
部
分
「
新
柳
居
」
の
三

部
屋
を
使
っ
て
、
市
民
講
座
が
随
時
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

京
町
家
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一
軒
置
い
た
南
隣
に
、
南
観
音
山
会
所
（
新
町
通
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茶
屋
四
郎
次
郎
遺
跡

（
駒
札
）（
瑞
蓮
寺
壁
際
）

京
都
学
園
大
学
京
町
家
キ
ャ
ン
パ
ス

南
観
音
山
会
所

錦
小
路
上
る
百
足
屋
町
）
が
あ
り
ま
す
。
一
階
部
分
の
店
舗
は
、（
株
）
お

た
べ
の
販
売
所
。

「
南
観
音
山
」
は
、
　よ
う
り
ゅ
う
か
ん
の
ん
ぞ
う

楊
柳
観
音
像　
と
　ぜ
ん
ざ
い
ど
う
し

善
財
童
子　
を
安
置
し
て
い
ま
す
。
善

財
童
子
は
、
菩
薩
道
修
行
の
た
め
、
五
十
三
人
の
善
智
識
を
訪
ね
る
旅
の
中

で
、
二
十
八
番
目
に
に
訪
ね
た
の
が
、
観
音
菩
薩
。
観
音
菩
薩
は
、
人
の
器

に
応
じ
て
三
十
三
の
形
体
を
出
現
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
一
つ
の
形

体
が
、
楊
柳
観
音
。
南
観
音
山
は
「
下
り
観
音
山
」
と
も
い
わ
れ
、
後
祭
の
山

鉾
巡
行
の
　
し
ん
が
り
殿　
を
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、
復
活
し
た
大
船
鉾
が
殿
を
勤
め
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
南
観
音
山
は
、
籤
取
ら
ず
で
六
番
目
に
運
行
し
ま
す
。

■

放

下

鉾

錦
小
路
と
の
辻
か
ら
、
新
町
通
を
南
下
し
た
と
こ
ろ
に
放
下
鉾
保
存
会
会

所
の
建
物
が
あ
り
ま
す
。
京
都
市
に
よ
る
駒
札
に
は
、「
小
結
棚
町
会
所
（
放
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下
鉾
）」
と
表
題
が
つ
い
て
い
ま
す
。「
小
結
棚
町
」
の
読
み
は
、
郵
便
番
号

帖
な
ど
で
は
、「
こ
む
す
び
だ
な
ち
ょ
う
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
読
み

は
、「
京
都
市
の
地
名
」（
日
本
歴
史
地
名
体
系
27
）
で
も
採
用
さ
れ
て
い
ま

す
（
項
目
の
説
明
文
は
「
こ
ゆ
い
の
棚
町
」
な
ど
が
で
て
く
る
の
に
「
こ
む

す
び
だ
な
」
は
出
て
き
ま
せ
ん
。
ど
う
み
て
も
、
説
明
文
に
従
え
は
、「
こ
ゆ

い
だ
な
」
と
い
う
の
が
正
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
不
思
議
な
こ
と

に
、
項
目
表
題
の
振
り
仮
名
は
「
　こ
む
す
び
や
ま
ち
ょ
う

小
結
棚
町　
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
ど
う

も
判
然
と
し
な
い
）。
項
目
表
題
の
振
り
仮
名
に
目
を
つ
ぶ
る
と
、「
京
都
市

の
地
名
」
の
説
明
文
は
、
各
種
の
文
献
を
引
用
し
て
お
り
説
得
力
が
あ
り
ま

す
の
で
、
本
来
は
「
こ
ゆ
い
だ
な
ち
ょ
う
」
と
呼
ば
れ
る
の
が
妥
当
で
し
ょ

う
。
こ
の
駒
札
の
振
り
仮
名
も
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
で

は
こ
れ
を
採
用
し
ま
す
。「
　こ
ゆ
い

小
結　
」
は
、
烏
帽
子
と
髷
に
も
と
ど
り
を
結
び

つ
け
る
組
み
ひ
も
の
こ
と
で
、
こ
の
付
近
に
こ
れ
を
取
り
扱
う
店
が
集
ま
っ

て
い
た
た
め
に
町
名
に
採
用
さ
れ
た
も
の
で
す
。

京
都
市
に
よ
る
駒
札
の
う
し
ろ
に
、「
新
町
通
四
条
上
る
小
結
棚
町
」
5©

の
町
名
看
板
（
新
）
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。「
中
京
区
」
が
左
横
書
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
最
近
設
置
さ
れ
た
看
板
で
す
。
数
年
前
に
調
査
し
た
と
き
に

は
、
同
じ
場
所
に
京
都
ロ
イ
ヤ
ル
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
町
名
看
板
（
旧
）

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
ご
く
最
近
に
仁
丹
の
町
名
看
板
に
置
き
換

え
ら
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
念
の
た
め
、
新
旧
の
看
板
の
写
真
を
載
せ
ま

す
。
京
都
ロ
イ
ヤ
ル
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
町
名
看
板
も
、
資
料
的
な
価
値

が
あ
る
の
で
、
個
人
的
な
感
想
を
い
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
置
き
換
え
は
、
望

ま
し
く
な
く
、
旧
町
名
看
板
も
残
し
て
併
置
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

「
　ほ
う
か
ぼ
こ

放
下
鉾　
」
の
名
前
の
由
来
は
、
真
木
の
な
か
ほ
ど
の
「
天
王
座
（
て
ん

の
う
ざ
）」
に
天
王
人
形
と
し
て
放
下
僧
の
像
を
祀
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
り

放
下
鉾
保
存
会
会
所

(

新
、
仁
丹
看
板)

(

旧
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
）

　し
ん
ま
ち
ど
お
り

新
町
通　

　し
じ
ょ
う

四
条　

　あ
が
る

上
る　

　こ
ゆ
い
だ
な
ち
ょ
う

小
結
棚
町　
5©
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ま
す
。
鉾
の
上
に
は
、「
三
光
丸
（
さ
ん
こ
う
ま
る
）」
と
名
づ
け
ら
れ
た
稚

児
人
形
を
飾
っ
て
お
り
、
巡
行
時
に
は
、
稚
児
舞
い
が
で
き
る
よ
う
に
作
ら

れ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
放
下
僧
と
は
、
鞠
や
刀
な
ど
を
投
げ
た
り
受
け
止
め
た
り
す

る
大
道
芸
を
お
こ
な
う
僧
形
の
芸
人
（
の
ち
に
僧
形
で
無
い
も
の
も
あ
ら
わ

れ
る
）
を
差
し
ま
す
。
祇
園
祭
の
山
鉾
は
、
謡
曲
に
典
拠
を
置
く
も
の
が
多

い
の
で
、
多
分
、
放
下
鉾
の
形
式
も
、
謡
曲
「
　ほ
う
か
ぞ
う

放
下
僧　
」（
放
下
と
放
下
僧

に
身
を
や
つ
し
た
兄
弟
が
、
父
の
敵
を
討
つ
と
い
う
話
）
を
に
基
づ
く
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
近
で
は
、
放
下
芸
は
、
　だ
い
か
ぐ
ら

太
神
楽　
の
一
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
、
寄
席
で
演
じ

ら
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
海
老
一
染
太
郎
・
染
之
助
（
最
近
逝
去
さ
れ
ま

し
た
）。

■

室
町
通
を
歩
く

今
度
は
、六
角
通
と
室
町
通
の
辻
か
ら
、室
町
通
を
南
下
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■

鯉

山

室
町
通
の
東
側
駐
車
場
の
南
隣
に
、「
鯉
山
」（
室
町
通
六
角
下
る
鯉
山

町
）
の
会
所
が
あ
り
ま
す
。「
登
竜
門
　
鯉
山
」
の
看
板
が
か
か
っ
て
い
ま

す
。
結
界
の
　し
め
な
わ

注
連
縄　
を
く
ぐ
っ
た
細
い
路
地
の
奥
が
、
会
所
に
な
っ
て
お
り
、

宵
山
の
折
に
は
に
ぎ
や
か
に
か
ざ
り
た
て
ら
れ
ま
す
。

「
鯉
山
」
は
、「
登
龍
門
」
の
故
事
に
因
ん
で
つ
く
ら
れ
た
山
。
後
祭
で

巡
行
し
ま
す
。
御
神
体
の
鯉
は
一
メ
ー
ト
ル
半
近
く
あ
る
木
彫
。
龍
門
の
滝

を
登
り
切
っ
て
龍
と
な
っ
た
鯉
を
見
事
に
写
し
て
い
ま
す
。
宵
山
で
は
、
会

鯉
山
会
所

所
の
内
部
で
、
こ
の
鯉
の
彫
り
物
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
室
町
通
を
南
下
す
る
と
、
西
側
に
和
菓
子
店
「
永
楽
屋
室
町
店
」

（
室
町
通
蛸
薬
師
上
る
鯉
山
町
）
の
重
厚
な
建
物
が
あ
り
ま
す
。
室
町
通
の

こ
の
あ
た
り
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
か
駐
車
場
な
の
で
、
余
計
に
目
立
ち
ま
す
。

柚
子
こ
ご
り
（
琥
珀
）
や
羊
羹
な
ど
の
竿
も
の
が
旨
い
。

■

山

伏

山

室
町
通
を
、
蛸
薬
師
通
と
の
交
差
点
か
ら
、
さ
ら
に
南
下
す
る
と
、
東
側

に
、
山
伏
山
の
会
所
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
建
物
の
二
階
に
は
、「
山
伏
山
町

家
」
と
扁
額
が
架
か
っ
て
お
り
、
こ
の
「
町
家
」
は
、「
ま
ち
や
」
で
は
な

く
、「
ち
ょ
う
い
え
」
と
読
む
ら
し
い
。
普
段
は
、
ふ
じ
や
と
み
ひ
ろ
商
事

が
こ
こ
で
営
業
し
て
い
ま
す
。

「
山
伏
山
」
の
ご
神
体
は
、
山
伏
　じ
ょ
う
ぞ
う
き
し
ょ

浄
蔵
貴
所　
で
す
。
右
手
に
数
珠
、
左
手
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山
伏
山
会
所

に
斧
、
腰
に
法
螺
貝
を
つ
け
、
　お
い笈　
を
背
負
っ
た
、
大
峰
入
り
の
姿
を
写
し
て

い
ま
す
。
八
坂
の
法
観
寺
の
塔
が
傾
い
た
と
き
法
力
で
直
し
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

浄
蔵
貴
所
（
八
九
一
〜
九
六
四
）
は
、
三
善
清
行
（
本
シ
リ
ー
ズ
第
2
回
）

の
子
。
平
安
時
代
中
期
、
天
台
宗
の
僧
で
、
加
持
祈
祷
を
よ
く
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
死
ん
だ
父
を
蘇
生
さ
せ
た
一
条
戻
り
橋
の
話
は
有
名
。

『
都
名
所
図
会
』
巻
一
に
は
、「
　も
ど
り
ば
し

戻
橋　
」
の
項
が
あ
り
、
そ
の
中
で
浄
蔵

貴
所
の
奇
譚
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

又
、
　み
よ
し
き
よ
つ
ら

三
善
清
行　
死
す
る
時
、
子
の
　じ
ょ
う
ぞ
う

浄
蔵　
父
に
　あ逢　
は
ん
た
め
、

　む
ろ
ま
ち
ど
お
り

室
町
通　

　た
こ
や
く
し

蛸
藥
師　

　さ
が下　
ル

　や
ま
ぶ
し
や
ま
ち
ょ
う

山
伏
山
町　
2©

　く
ま
の
か
つ
ら
ぎ

熊
野
葛
城　
を
出
で
て
　じ
ゅ
ら
く

入
洛　
し
、
此
橋
を
過
ぐ
る
に
及
ん
で
、
父
の

　も
そ
う

喪
送　
に
　あ遇　
ふ
。
　く
わ
ん
棺　
を
　と
ど止　
め
て
　け
う
じ
や
う

橋
上　
に
置
き
、
　か
ん
た
ん

肝
胆　
を
　く
だ摧　
き
、
　ね
ん
じ
ゅ

念
珠　

を
　も揉　
み
、
大
小
の
　じ
ん
ぎ

神
祇　
を
祈
り
、
遂
に
　じ
ゅ
り
き
だ
ら
に

咒
力
陀
羅
尼　
の
徳
に
よ
っ

て
、
　え
ん
ら
わ
う
か
い

閻
羅
王
界　
に
　て
つ徹　
し
、
父
　き
よ
つ
ら

清
行　
　た
ち
ま
ち

忽　

　そ
せ
い

蘇
生　
す
。
　じ
ょ
う
ぞ
う

浄
蔵　
涙
を
　ふ
る
う
揮　

う
て
父
を
抱
き
、
家
に
帰
る
。
こ
れ
よ
り
名
づ
け
て
世
人
　も
ど
り
ば
し

戻
橋　
と

云
ふ
。
是
　ら
く
や
う

洛
陽　
の
名
橋
な
り
。

山
伏
山
会
所
（
山
伏
山
　ち
ょ
う
い
え

町
家　
）
の
建
物
の
二
階
部
分
北
端
の
柱
に
、
町
名

看
板
「
室
町
通
蛸
藥
師
下
ル
山
伏
山
町
」
2©
が
、
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
京
区
で
は
な
く
「
下
京
區
」
が
右
か
ら
の
一
行
書
き
に
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
も
と
も
と
存
在
し
た
看
板
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

■

京
都
芸
術
セ
ン
タ

ー

山
伏
山
会
所
の
二
軒
お
い
た
南
に
、
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
元
の
明
倫
小
学
校
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
も
の
。
平
成
十
二
年

開
館
。
製
作
室
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
講
堂
、
図
書
室
、
喫
茶
店
な
ど
を
備
え
た

芸
術
振
興
の
拠
点
施
設
。
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
と
で
も
、
元
の
明
倫
小
学

校
の
施
設
が
、
い
か
に
重
厚
で
あ
っ
た
が
う
か
が
え
ま
す
。
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京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
（
元
明
倫
小
学
校
）

明
倫
小
学
校
の
場
所
に
は
、
江
戸
期
を
通
じ
て
、
心
学
塾
の
「
　め
い
り
ん
し
ゃ

明
倫
舎　
」

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
跡
地
を
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
小
学
校
に
転
用

し
た
も
の
で
す
。
も
と
も
と
、「
明
倫
舎
」
は
、
　て
じ
ま
と
あ
ん

手
島
堵
庵　
が
、
天
明
二
年

（
一
七
八
二
）
に
鴨
川
東
岸
三
条
上
る
に
創
始
し
た
も
の
で
す
が
、
天
明
の

大
火
に
よ
り
消
失
し
た
た
め
、
寛
政
元
年(

一
七
八
九
）、
こ
こ
占
出
山
町
で

再
開
さ
れ
た
も
の
で
す
。

明
倫
学
区

京
都
市
は
、
か
っ
て
、
日
本
で
最
初
の
六
十
四
校
の
番
組
小
学

校
に
起
源
を
も
つ
、
学
区
に
分
割
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
公

式
の
行
政
機
能
を
も
つ
わ
け
で
は
な
い
が
、
地
域
行
政
・
住
民
自

治
の
単
位
と
し
て
、
機
能
し
て
い
ま
す
。
現
況
は
、
京
都
市
自
治

会
・
町
内
会
＆N

P
O

お
う
え
ん
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

http://w
w

w
5.city.kyoto.jp/chiiki-npo/jichikai/

gakku.php

明
倫
小
学
校
は
、
現
在
廃
校
と
な
り
、
建
物
は
京
都
芸
術
セ
ン

タ
ー
と
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
明
倫
学
区
は
、

今
な
お
、
地
域
活
動
単
位
（
明
倫
自
治
連
合
会
）
と
し
て
機
能
し

て
い
ま
す
。
明
倫
学
区
は
、
二
十
七
の
町
内
会
（
釜
座
町
、
衣
棚

町
、
御
倉
町
、
三
条
町
、
了
頓
図
子
町
、
烏
帽
子
屋
町
、
饅
頭
屋

町
、
西
六
角
町
、
玉
蔵
町
、
骨
屋
町
、
六
角
町
、
鯉
山
町
、
七
観

音
町
、
不
動
町
、
姥
柳
町
、
橋
弁
慶
町
、
百
足
屋
町
、
山
伏
山
町
、

手
洗
水
町
、
西
錦
小
路
町
、
天
神
山
町
、
占
出
山
町
、
炭
之
座
町
、

小
結
棚
町
、
観
音
堂
町
、
菊
水
鉾
町
、
　た
か
ん
な
ち
ょ
う

笋
町　
）
が
あ
り
、
北
は
三

条
通
、
南
は
四
条
通
、
東
は
烏
丸
通
、
西
は
西
洞
院
通
に
囲
ま
れ

た
地
域
で
、
そ
の
町
内
の
多
く
は
、
祇
園
祭
の
山
鉾
を
出
し
て
い

ま
す
。「
明
倫
ニ
ュ
ー
ス
」
を
機
関
紙
と
し
て
刊
行
し
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.m

eirin-new
s.com

/
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大
黒
庵
武
野
紹
鴎
邸
址
の
碑
と
菊
水
の
井
跡
の
碑

■

菊
水
井
と
武
野
紹
鴎
邸
址

錦
小
路
通
を
わ
た
っ
て
、
室
町
通
を
さ
ら
に
南
下
す
る
と
、
マ
ン
シ
ョ
ン

L
attice

が
あ
り
、
こ
こ
に
菊
水
鉾
保
存
会
が
入
居
し
て
い
ま
す
。
こ
の
マ

ン
シ
ョ
ン
は
、
か
っ
て
の
金
剛
流
能
舞
台
の
跡
地
で
す
。
そ
の
前
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
の
一
角
に
、「
大
黒
庵
武
野
紹
鴎
邸
址
」
の
碑
（
中
京
区
室
町
通
四
条

上
る
東
側
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
碑
の
傍
ら
に
、「
菊
水
の
井
跡
」
の
碑
が
あ

り
、
武
野
紹
鴎
邸
に
あ
っ
た
、
菊
水
の
井
の
説
明
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
改
訂
京
都
民
俗
志
』
に
は
「
室
町
の
菊
水
」
の
項
が
あ
り
、
祇
園
祭
の

菊
水
鉾
が
菊
水
井
に
因
む
こ
と
、
井
戸
は
民
家
の
う
ち
に
残
っ
て
い
る
こ
と

を
述
べ
た
の
ち
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

室
町
の
菊
水

（
前
略
）

菊
水
の
水
は
茶
に
よ
い
の
で
、
昔
あ
た
り
に
珠
光
が
住
み
、
紹

鴎
も
そ
の
近
く
に
庵
を
結
ん
で
大
黒
庵
と
号
し
た
。
庵
名
は
す
ぐ

北
に
恵
比
寿
社
と
恵
比
寿
井
が
あ
っ
た
に
因
ん
で
命
名
し
た
の
で

あ
る
。

『
改
訂
京
都
民
俗
志
』〔
井
上
頼
寿
、
ワ
イ
ド
版
東
洋
文
庫
一
二
九
、

平
凡
社
、
一
九
六
八
、
二
七
ペ
ー
ジ
〕

菊
水
の
井
の
名
の
由
来
は
、
謡
曲
「
　き
く
じ
ど
う

菊
慈
童　
」。
菊
の
葉
か
ら
滴
り
落
ち

た
雫
が
菊
水
の
流
れ
と
な
り
、
こ
れ
を
汲
ん
で
七
百
歳
の
長
寿
を
得
た
と
い

う
故
事
に
拠
っ
て
い
ま
す
。
菊
水
鉾
は
、
菊
水
の
井
に
由
来
し
ま
す
。
菊
水

鉾
の
稚
児
人
形
は
、「
　き
く
じ
ど
う

菊
慈
童　
」
の
舞
姿
。

菊
水
鉾
保
存
会
の
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
南
、
少
し
離
れ
た
焼
き
鳥
屋
の
南

隣
に
菊
水
鉾
保
存
会
の
収
蔵
庫
が
あ
り
ま
す
。
注
連
縄
で
結
界
を
張
っ
て
い

ま
す
の
で
す
ぐ
に
わ
か
り
ま
す
。
す
ぐ
南
隣
の
ビ
ル
は
、
室
町
四
条
の
交
差

点
で
す
。

■

蛸
薬
師
通
を
歩
く

東
西
の
通
と
し
て
、
蛸
薬
師
通
を
西
洞
院
か
ら
烏
丸
ま
で
歩
い
て
み
ま

し
ょ
う
。
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菊
水
鉾
保
存
会
（
収
蔵
庫
）

■

南
蛮
寺
跡

ま
ず
、
新
町
通
と
の
交
差
点
を
少
し
東
へ
行
っ
た
と
こ
ろ
。
北
側
に
あ
る

炉
辺
焼
の
店
の
二
階
部
分
に
、
町
名
看
板
「
蛸
藥
師
通
新
町
東
入
姥
柳
町
」

1©
が
見
つ
か
り
ま
す
。「
下
京
區
」
が
右
一
行
書
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

古
く
か
ら
設
置
さ
れ
た
町
名
看
板
で
す
。
以
前
調
査
し
た
と
き
に
は
、
も
と

も
と
「
下
京
區
」
と
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
「
中
京
區
」
と
訂
正
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
の
調
査
の
看
板
で
は
も
と
に
戻
し
た
よ
う
で
す
。

さ
ら
に
、
東
へ
。
北
側
の
ビ
ル
の
通
用
門
と
と
こ
ろ
に
、「
南
蛮
寺
跡
」
の

碑
。
織
田
信
長
の
庇
護
の
も
と
に
、
イ
エ
ス
ズ
会
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
南

蛮
寺
は
、
姥
柳
町
の
付
近
に
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
一
時
は
、
多
数
の
信
者

を
か
か
え
た
が
、
豊
臣
秀
吉
の
宣
教
師
追
放
令
（
一
五
八
七
）
に
よ
り
、
破

　た
こ
や
く
し
ど
お
り

蛸
藥
師
通　

　し
ん
ま
ち

新
町　

　ひ
が
し
い
る

東
入　

　う
ば
や
な
ぎ
ち
ょ
う

姥
柳
町　
1©

壊
さ
れ
ま
し
た
。

■

橋
弁
慶
山

蛸
薬
師
通
を
さ
ら
に
東
に
進
む
と
、
北
側
に
橋
弁
慶
山
の
町
家
が
あ
り
ま

す
。
取
材
が
夕
刻
に
な
っ
て
し
ま
い
、
他
の
会
所
の
写
真
と
は
趣
の
違
う
も

の
に
な
り
ま
し
た
。
烏
丸
通
か
ら
五
軒
目
。
普
段
は
和
の
商
品
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。
祇
園
祭
の
際
に
は
、
町
家
奥
の
収
蔵
庫
か
ら
出
し

た
御
神
体
を
二
階
に
飾
り
ま
す
。

「
橋
弁
慶
山
」
は
、
後
祭
に
巡
行
し
ま
す
。
弁
慶
と
牛
若
丸
が
五
条
大

橋
で
戦
う
姿
を
あ
ら
わ
し
て
お
り
、
謡
曲
の
「
橋
弁
慶
」
に
基
づ
い
て
い
ま

す
。
謡
曲
の
「
橋
弁
慶
」
の
あ
ら
ま
し
は
、
本
シ
リ
ー
ズ
第
三
回
の
「
義
経
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南
蛮
寺
跡
の
碑

（
駒
札
）

伝
説
と
五
条
天
神
宮
」
の
と
こ
ろ
で
触
れ
て
あ
り
ま
す
。
橋
弁
慶
山
で
は
、

牛
若
丸
は
橋
の
欄
干
の
　ぎ

ぼ

し

擬
宝
珠　
の
上
に
　あ
し
だ

足
駄　
の
前
歯
だ
け
で
立
っ
て
い
る
と

趣
向
。
前
回
で
述
べ
た
浄
妙
山
と
比
肩
で
き
る
、
す
ば
ら
し
さ
で
す
。

蛸
薬
師
通
と
烏
丸
通
の
交
差
点
の
西
南
角
（
烏
丸
通
蛸
薬
師
下
る

　て
あ
ら
い
み
ず
ち
ょ
う

手
洗
水
町　
）
に
あ
る
赤
レ
ン
ガ
の
建
物
は
、
旧
北
國
銀
行
京
都
支
店
（
旧
山

口
銀
行
京
都
支
店
）
で
す
。
辰
野
金
吾
の
設
計
で
一
九
一
六
年
竣
工
。
今
は

内
部
を
改
装
し
て
、
商
業
施
設flow

ing
K

A
R

A
SU

M
A

と
し
て
、
デ
ィ
ー

ン
＆
デ
ル
ー
カ
京
都
カ
フ
ェ
な
ど
が
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
営
業
し
て
い
ま
す
。

橋
弁
慶
山
会
所

■

錦
小
路
通
を
歩
く

錦
小
路
通
を
西
洞
院
か
ら
烏
丸
ま
で
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

■

炭
座
の
辻
子

し
ば
ら
く
歩
く
と
、
　す
み
の
ざ
ち
ょ
う

炭
之
座
町　
の
通
り
と
T
字
路
で
交
差
す
る
と
こ
ろ

に
来
ま
す
。
こ
の
通
り
は
、
南
行
す
る
と
相
生
餅
食
堂
の
と
こ
ろ
で
四
条
通

に
抜
け
ら
れ
ま
す
。『
京
町
鑑
』
で
は
、
横
町
の
項
に
あ
る
「
錦
小
路
」
に

接
す
る
縦
町
と
し
て
、「
タ

©

　す
み
の
ざ
づ
し

炭
座
辻
子　
一
名
　ぢ
ご
く
の
づ
し

地
獄
辻
子　
と
も
云
。
南
へ
行
ば

四
条
通
へ
出
る
也
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
タ

©

印
は
、
横
町
に
付
い
た
縦
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　に
し
き
こ
う
じ
ど
お
り

錦
小
路
通　

　し
ん
ま
ち

新
町　

　ひ
が
し
い
る

東
入　

　て
ん
じ
ん
や
ま
ち
ょ
う

天
神
山
町　
3©

町
を
表
示
し
て
い
ま
す
。
炭
座
の
辻
子
の
呼
称
は
、
現
在
で
は
使
わ
れ
な
い

よ
う
で
、
路
地
途
中
に
設
置
し
て
あ
る
京
都
市
広
報
版
に
は
、「
中
京
区
四

条
新
町
通
西
入
る
上
る
炭
之
座
町
」
と
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
『
京
都

市
の
地
名
』
で
は
、「
中
京
区
錦
小
路
新
町
西
入
る
下
る
炭
之
座
町
」
と
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。「
西
入
る
上
る
」
や
「
西
入
る
下
る
」
の
表
示
は
、
な

る
ほ
ど
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
江
戸
期
の
文
書
で
は
、「
　づ
し
、
ず
し

辻
子　
」
と
い
う
表
記
が
多
用
さ
れ
ま
す
。

現
在
で
は
、
　ず

し
図
子　
と
書
く
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

■

霰
天
神
山

錦
小
路
通
を
歩
い
て
ゆ
く
と
、
新
町
通
を
す
ぎ
た
と
こ
ろ
の
北
側
。
二
階

建
の
建
物
の
一
階
部
分
に
、
町
名
看
板
「
錦
小
路
通
新
町
東
入
天
神
山
町
」

3©
が
貼
り
付
け
て
あ
り
ま
す
。「
中
京
區
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、「
中
」
は

あ
と
か
ら
訂
正
し
た
も
の
と
は
っ
き
り
わ
か
り
ま
す
。

少
し
だ
け
東
へ
進
む
と
、
注
連
縄
が
張
っ
て
あ
る
一
角
が
あ
り
、
そ
こ
が

　あ
ら
れ
て
ん
じ
ん
や
ま

霰
天
神
山　
会
所
（
　ち
ょ
う
い
え

町
家　
）（
錦
小
路
室
町
西
入
る
天
神
山
町
）。

永
正
年
間
（
一
五
〇
四
〜
二
一
）
京
都
大
火
の
お
り
に
、
霰
と
と
も
一

寸
二
分
天
神
像
が
降
っ
て
屋
根
に
止
ま
り
、
猛
火
は
た
ち
ま
ち
に
消
え
た
と

霰
天
神
山
会
所

い
う
　き
ず
い

奇
瑞　
を
祭
っ
た
の
が
霰
天
神
山
の
起
源
。
こ
れ
に
因
ん
で
、
宵
山
に
は

「
火
防
せ
、
雷
除
け
」
の
御
守
を
授
与
。

「
火
の
要
慎
」
の
お
札
を
い
た
だ
く
の
に
、
愛
宕
神
社
ま
で
出
向
く
の
は

体
力
が
な
い
と
嘆
く
向
き
に
は
、
霰
天
神
山
の
お
札
が
最
適
。

■

木
下
順
庵

錦
小
路
室
町
東
入
（
占
出
山
町
）
南
側
に
木
下
順
庵
邸
址
の
碑
が
あ
り
ま

す
。
　き
の
し
た
じ
ゅ
ん
あ
ん

木
下
順
庵　
（
一
六
二
一
〜
一
六
九
九
）
は
、
　ま
つ
な
が
せ
き
ご

松
永
尺
五　
に
学
び
、
一
六

六
一
よ
り
、
京
都
在
住
の
ま
ま
、
加
賀
前
田
綱
紀
に
出
仕
。
一
六
八
二
よ
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木
下
順
庵
邸
址
碑

り
、
江
戸
幕
府
の
儒
官
。
朱
子
学
と
古
学
。
詩
文
集
「
錦
里
文
集
」
が
唯
一

の
著
書
。
教
育
者
と
し
て
す
ぐ
れ
、「
木
門
十
哲
」（
　あ
ら
い
は
く
せ
き

新
井
白
石　
、
　む
ろ
き
ゅ
う
そ
う

室
鳩
巣　
、

　あ
ま
も
り
ほ
う
し
ゅ
う

雨
森
芳
洲　
な
ど
）
と
呼
ば
れ
る
す
ぐ
れ
た
弟
子
を
輩
出
。

■

占

出

山

木
下
順
庵
邸
址
の
碑
が
設
置
し
て
あ
る
と
こ
ろ
は
、
じ
つ
は
　う
ら
で
や
ま

占
出
山　
の
会

所
の
入
口
で
す
。
注
連
縄
で
結
界
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
入
口
を
入
っ
た

奥
に
、
社
殿
を
構
え
て
お
り
、
傍
ら
に
占
出
山
収
蔵
庫
が
あ
り
ま
す
。

「
　う
ら
で
や
ま

占
出
山　
」（
錦
小
路
室
町
東
入
占
出
山
町
）
は
、
神
功
皇
后
が
肥
前
国

松
浦
の
小
川
で
鮎
を
釣
っ
て
戦
勝
の
　う
け
い
祈　
（
誓
約
）
と
し
た
と
い
う
説
話
に
よ

る
も
の
。
御
神
体
は
右
手
に
釣
竿
、
左
手
に
釣
り
上
げ
た
鮎
も
っ
て
立
つ
姿

を
写
し
た
も
の
。
神
功
皇
后
は
、
安
産
の
神
と
し
て
信
仰
が
厚
い
の
で
、
安

産
祈
願
の
お
守
を
授
与
。
占
出
山
の
鮎
に
因
ん
で
、
祇
園
祭
宵
山
限
定
で
、

占
出
山
会
所

占
出
山
収
蔵
庫

「
吉
兆
あ
ゆ
」
が
大
極
殿
本
舗
か
ら
販
売
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
普
段
は
「
若

あ
ゆ
」
と
呼
ば
れ
る
和
菓
子
。

辞
書
を
調
べ
て
み
る
と
、「
　せ
ん
し
ゅ
つ

占
出　
」
と
は
、
言
い
出
す
こ
と
。
森
鴎
外
の
短

編
に
「
魚
玄
機
」
と
い
う
の
が
あ
り
、
そ
の
中
に
　お
ん
な
ど
う
し

女
道
士　
魚
玄
機
が
、「
江

辺
柳
」
の
三
字
を
与
え
ら
れ
た
時
に
、
詩
を
　せ
ん
し
ゅ
つ

占
出　
し
た
と
い
う
と
い
う
記
述

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
言
葉
が
、
　う
ら
で
や
ま

占
出
山　
に
関
係
が
あ
る
の
か
ど
う
か
は
、
わ

か
ら
な
い
。

■

孟

宗

山

錦
小
路
通
を
烏
丸
ま
で
出
て
、
角
か
ら
二
軒
目
に
今
西
電
気
商
会
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
正
面
看
板
の
す
ぐ
下
に
は
「
孟
宗
山
」
と
表
示
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
店
の
裏
が
、
孟
宗
山
の
会
所
で
す
。
店
の
南
側
に
孟
宗
山
会
所
（
烏
丸
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孟
宗
山
会
所

孟
宗
山
会
所
駒
札

通
錦
小
路
下
る
　た
か
ん
な
ち
ょ
う

笋
町　
）
の
入
口
が
あ
り
ま
す
。

会
所
の
入
り
口
南
側
面
に
、
駒
札
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
京
都
市
に
よ

る
指
定
有
形
文
化
財
の
説
明
。
駒
札
の
表
題
は
、「
笋
町
会
所
（
孟
宗
山
）
二

棟

会
所
家
・
土
蔵
・
附
地
蔵
堂
」
と
あ
り
ま
す
。「
笋
」
は
、「
筍
」
の
異

体
字
。
町
名
で
は
「
た
か
ん
な
」
と
読
み
、
古
く
は
、「
た
か
の
ゝ
町
」。
こ

の
あ
た
り
は
、
烏
丸
通
の
ビ
ル
街
で
、
夜
間
住
人
は
ゼ
ロ
。
孟
宗
山
の
維
持

は
、
町
内
の
企
業
お
よ
び
そ
の
従
業
員
が
町
内
会
会
員
と
な
っ
て
協
力
。

「
孟
宗
山
」
の
御
神
体
は
、
孟
宗
が
母
の
た
め
に
、
雪
の
中
で
　た
け
の
こ

筍　
を
掘

り
あ
て
た
姿
を
写
し
た
も
の
。
山
全
体
は
、
雪
中
の
景
色
。
中
国
の
史
話
二

十
四
孝
か
ら
取
材
し
て
お
り
、
す
で
に
、
応
仁
の
乱
以
前
よ
り
、
こ
の
町
内

よ
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
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プ
ロ
フ
ィ

ール

藤
田
眞
作
〔
ふ
じ
た
し
ん
さ
く
〕。
一
九
四
四
年
〔
昭
和
十
九
〕
北
九

州
市
生
ま
れ
。
学
生
・
大
学
助
手
と
し
て
、
十
年
間
、
京
都
で
生
活
。

工
学
博
士
を
取
得
後
、
二
十
五
年
間
、
富
士
写
真
フ
イ
ル
ム
（
株
）
足

柄
研
究
所
に
て
、
記
録
材
料
用
の
有
機
化
合
物
の
開
発
に
従
事
。
次

の
十
年
間
は
、
京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
と
し
て
、
有
機
合
成
化
学
・

情
報
材
料
化
学
・
化
学
情
報
学
・
数
理
化
学
の
研
究
教
育
に
従
事
。

そ
の
か
た
わ
ら
和
菓
子
を
も
と
め
て
京
都
市
内
を
徘
徊
し
、
仁
丹
の

町
名
看
板
に
興
味
を
も
つ
。
二
〇
〇
七
年
よ
り
、
湘
南
情
報
数
理
化

学
研
究
所(h

ttp
:/

/
x
y
m

tex
.co

m
)

を
主
宰
。
そ
れ
ま
で
の
数
理
立

体
化
学
に
関
す
る
仕
事
の
集
大
成
と
し
て
、
二
〇
一
三
年
に
、
モ
ノ

グ
ラ
フ
「C

o
m

b
in

a
to

ria
l

E
n
u
m

era
tio

n
o
f

G
ra

p
h
s,

T
h
ree-

D
im

en
sio

n
a
l
S
tru

ctu
res,

a
n
d

C
h
em

ica
l
C

o
m

p
o
u
n
d
s

」（5
7
6

ペ
ー
ジ
）を
セ
ル
ビ
ア
のK

ra
g
u
jeva

c

大
学
出
版
局（M

a
th

em
a
tica

l

C
h
em

istry
M

o
n
o
g
ra

p
h
s

シ
リ
ー
ズ
第1

5

巻
）
よ
り
出
版
。
さ
ら
に

二
〇
一
五
年
に
、
モ
ノ
グ
ラ
フ
「M

a
th

em
a
tica

l
S
tereo

ch
em

istry

」

（4
3
7

ペ
ー
ジ
）
を
ド
イ
ツ
のD

eG
ru

y
ter

社
か
ら
出
版
。

「
仁
丹
の
町
名
看
板
を
よ
す
が
に
京
め
ぐ
り
」（
第
30
回
）2017/12/20
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